
                    

                                                      施設での導入事例︓友の丘

                                                      「ルーナと公文式学習は、人間はいくつになっても、
                                                                      障害があっても、成長できるということを実証してくれています」

        

B型事業所を“一日をすごす居場所”ではなく
“就労をめざすステップアップの場”にしたい

就労継続支援B型事業所・友の丘は山梨県北杜市にあります。南アルプスを間近に望み、
山紫水明という言葉がよく似合う地域です。20人ほどの利用者さんたちが、朝9時30分
から午後3時まで、食品容器リサイクル関連の仕事をしています。そして、3時になると
仕事を終えて着替え、何台かの車にスタッフとともに分乗。20分ほど離れたJR韮崎駅に
ほど近い学びの場、友の丘ルーナ（韮崎市）へ移動。4時～5時の約1時間、公文式の算数
と国語の教材に取り組みます。

ちなみに、ルーナの道を隔てた反対側は山梨県立韮崎高校のグラウンド。サッカーや野
球の練習をする高校生たちがすぐ目の前にいたり、ブラスバンドが奏でる楽曲も聞こえ
てきたりと、学びの環境としては最適です。韮崎高校はサッカーの強豪校として全国的
にも名を馳せ、最近ではノーベル生理学・医学賞を受賞した大村智博士の出身校として
も知られています。（※ルーナは友の丘の学習サテライト的な施設ですが、制度的には
「日中一時支援事業所」になります。）

友の丘の浅川さん（統括施設長）に、公文式導入までのいきさつをうかがってみました。

「2006年に友の丘を立ち上げ、きれいな環境で誇りがもてる仕事を目標に取り組んでき
ました。B型事業所ですが、一般就労する人も出ています。6年ほど前から障害が重い子
たちが増えてきまして、いまでは全体の3割近くが重度のレベルですね。まず課題になっ
たのが仕事のやり方です。友の丘のメインの仕事は、食品容器のリサイクルなのですが
、重度の子は軽度の子と同じようにはできません。そこで、スタッフみんなで考え、例
えば軽い子には1工程でよかった作業を、3工程か4工程に分ければ重い子たちにもできる
作業や役割があるとわかったのです。それに、障害が軽いか重いかにかかわらず、どの
子も何かしら良いところをもっています。手先はちょっと不器用だけど、ていねいにや
ろうとする子。たまに座りこんでしまうこともあるけれど、いったん仕事をやりだせば
早く仕上げられる子。そこを活かして仕事ができるようにしていくことを心がけていま
す」

「仕事の課題をクリアできて、つぎに考えたのが、工賃、お給料のアップです。障害が
重くても、自分で働いて稼いだお金で、自分が好きなものを食べる、ほしいものを買う
、家族にごちそうするといった経験をなるべくたくさんしてほしいんです。その経験が
あれば、働く意味やよろこびもわかり、就労にもプラスになるからです。でも、お給料
のアップとなると、仕事の量も質も高めないといけません。それには基礎的な読み書き
・計算が大切だとわかり、市販のドリルや教具類で試してみました。公文式を導入する
半年以上前のことです。けれど、なかなかうまく教えられなかったり、続かなかったり
しました。そのうち、就労移行支援事業所で公文式を導入している施設（フォレスト、
東京・葛飾）があることを知り、スタッフたちと見学させていただきました。なるほど

左が浅川さん（統括施設長）

食品容器リサイクルの仕事風景（友の丘）
プラスチック食品用容器などについているアルミ箔部
分を剥離し、プラスチックとアルミ箔に分け、リサイ
クル可能にする。エコで、クリーンな仕事。
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施設での導入事例︓ひまわり学園

学習によって生まれた
訓練生の「自信」と職員の「モチベーション」
お互いの「信頼関係」

実体験で感じた「無理のないところから」が学習効果に

まず初めに、公文式導入の経緯について、「ひまわり学園」の施設長・坂口紀和さんに
お話を伺いました。

――　公文式の導入に至ったきっかけを教えてください。

坂口さん︓この施設に通う方たちは、特別支援学校を卒業した方たちなのですが、一日
中作業をすることは難しいという方もいます。そこで、「職業訓練」だけでなく「生活
訓練」の方も大事にしていこうという方針のもとに2006年3月に開所しました。最初は
全員女性の訓練生だったということもあり、取り組みとして考えたのは「調理」と「手
芸」でした。それに加えて、職員から候補があがってきたのが「公文式学習」でした。

――　坂口さんご自身は公文式へのイメージはどのようなものだったのでしょうか︖

坂口さん︓実は私自身、中学校の3年間、KUMONの教室に通っていました。お世話に
なった先生のご指導が良かったからだと思うのですが、教室に通うようになって成績が
グンと上がったんですね。身を持って学習効果を感じていましたので、とても良いイ
メージを抱いていました。今振り返ってみると、自分に無理のないところからスタート
できたことが、続けられた要因になったのではないかと思います。

――　こちらの施設でも導入しようと思われた理由は何だったのでしょうか︖

坂口さん︓訓練生は中・重度の知的・発達障害のある方たちなのですが、地元の特別支
援学校では、どうしても「木工」や「農園」といった、卒業後に事業所で通用するもの
を身に付けてもらうことがメインとなり、なかなか「学習」という時間が設けられてい
ないという話を耳にしていました。そこで、「学習」の時間をつくることで、例えば自
分の名前を読めたり書けたり、あるいは簡単なお金の計算ができたりすることで自信を
つけることが、日常生活にも波及されるのではないかというのが導入の理由でした。

集合学習でお互いの存在を意識しているからこその相乗効果

――　実際に公文式を導入してみて、いかがでしょうか。

坂口さん︓まず私自身が公文式の特徴や良さを肌で経験していたということが、とても
大きかったと思います。何よりも「無理なく」やれるところから、ということを重視し
ています。一人ひとりの学習の様子を見ながら、「無理なく」に加えて「ちょっと頑張
れる」ところはどこなのか、ということを大事にしながら声かけしたり、教材のレベル
や学習する枚数を考えたりしています。それは、自分自身が中学生の時にKUMONの先生

にしていただいたことなんですね。その経験が生かされているかなと思います。もう一
つは、あくまでも公文式はツールの一つであって、障害者支援の視点を忘れてはいけな
いということも、常に職員たちと確認しあっています。一番の目的は、訓練生たち本人
の生活が豊かになること。そのことを念頭に置きながらやってきたからこそ、中・重度
の知的・発達障害のある訓練生たちにも学習効果が表れてきているのではないかと思っ
ています。

――　訓練生への学習効果についてはどのように感じられていますか︖

坂口さん︓特に重度の知的障害のある訓練生が3人いるのですが、この3人はここに来る
までは「ひらがなを書く」「計算をする」といった学習がなかなかできなかったと思い
ます。その理由の一つには、周囲からの「できないだろう」という先入観もあったので
はないでしょうか。しかし、公文式学習によって「できるところはどこだろう」という
ことを探しあてることができたおかげで、学習効果が表れています。現在では、学習時
間中は席に座って学習することができている3人ですが、最初は座り続けることも、職
員と対面で学習することもままなりませんでした。それが今では自分からカードをめ
くって、一生懸命、発語しようとすることも見られるようになり、発語や表現方法が少
ない訓練生とは、カードを通じて意思疎通が図れたという実感がありました。「○○君
はちゃんとわかっているんだ︕」ということが、私たち職員にはよくわかりました。

――　公文式を導入して良かったと思うことは何でしょうか。

坂口さん︓公文式は、訓練生一人ひとりの良いところを“見つけやすい”ツールになって
いると思います。学習時間を設けたからこそ、それぞれの潜在能力を引き出すことがで
き、職員に「褒められる」「認められる」シーンが多く生まれ、訓練生には大きな自信
が生まれています。そして、もう一つの効果として感じているのは、訓練生同士の相乗
効果と、職員のモチベーションアップです。学習は、障害の程度によって場所を2つに
分けて、それぞれ集合学習を行っているのですが、訓練生は自然とお互いの存在を意識
しているところがあります。ですから誰かが職員に褒められたりすると、「自分も褒め
てもらいたいから、頑張ろう」とか「自分も同じことをやってみたい」とやる気が引き
出されてくるみたいで、職員に積極的にアピールしてきます。お互いがお互いを引き上
げている、そんな相乗効果が生まれていると思います。また、職員も「こんなこともで
きるんだ」「こんな力を持っていたんだ」と訓練生に対して新たな発見があります。同
時に、「じゃあ、次はここまでステップアップできるかな」と、スモールステップで能
力を伸ばすという楽しみもできています。そうすると、職員たちにも自然と訓練生たち
を「観察する力」「能力を見抜く力」「ポジティブな見方」が養われているのではない
かなと。こうしたことが、お互いのモチベーションにもなっていると思いますし、信頼
関係を作り出しているのではないかと思います。もし重度の利用者の方の支援に悩まれ
ている施設の職員さんがおられたら、たべものカードや動物カードなど何か利用者の方が
興味のあるものを、信頼関係のきっかけ作りとして使ってみてもらいたいなと思います。

集合学習でお互いの存在を意識しているからこその相乗効果

2018年4月よりひまわり学園の職員となった不二山（ふじやま）雅大さん。もともと中
学校など教育現場で40年以上、教員・校長を務められていた不二山さんですが、ひまわ
り学園での初日に見た感動の光景が忘れられないと言います。その不二山さんに公文式
学習の効果についてうかがいました。

――　もともと公文式にどんなイメージを抱かれていましたでしょうか。

不二山さん︓正直、詳しくはわかりませんでしたが、中学校の教員時代にはKUMONの
教室に通っていた生徒が何人かいましたので、その子に応じた基礎的学習をきちんとす
る教材という印象がありました。

――　実際に指導する立場となられて、公文式についてどのように感じていますか︖

不二山さん︓私にとっても毎日が勉強の日々です。最初に驚いたのが、訓練生が目を輝
かせ、意欲を出して学習していたことでした。きちんと座って集中しているその姿に感
動を覚えました。それは、公文式教材が個々に応じたプログラムになっている教材だと
いうことと、施設長をはじめ職員の指導の丁寧さが学習効果につながっているからだろ
うと思いました。

――　公文式の導入によって、どんな効果が生まれていると思いますか︖

不二山さん︓訓練生一人ひとりの隠れていた能力を引き出し、それを伸ばしていくため
のツールの一つとして、公文式は非常に役立っていると思います。それともう一つは、
導入を決めた施設長の熱い想いが非常に大きいと感じています。やはりどんなに素晴ら
しい教材でも、それを使って指導する人たちの情熱があればこそだと思うんですね。そ
れが施設長にはありますし、その想いが職員たちにもきちんと理解されているなと。だ
からこそ、訓練生にも伝わって学習効果が生まれているのだと思います。指導者の強い
想いが、教材をより輝かせているように感じています。

――　指導にあたるうえで、大事にされていることは何でしょうか︖

不二山さん︓まだまだうまくいかないこともあるのですが、職員同士でいろいろと情報
交換をしながら、その中で答えを導き出していくことも多々あります。そうやって、自
分自身の気持ちを高めていかないと、それこそ訓練生は非常に敏感ですから、私が悩ん
でいたりすると、すぐにそれを察知します。ですから、自分自身のモチベーションを
保っていくためにも大事にしているのは、職員同士のコミュニケーションですね。

――　公文式の良さをどのように感じていますか︖

不二山さん︓自分ができたかどうかをとても気にする訓練生もいます。少なからず訓練
生みんなにあると思いますが、やはり「褒められたい」「認められたい」という気持ち
があるからだと思います。学習によって生まれた自信が、他の何かにつながっていく。
そしてできたことへの喜びが、人としての生きる力になる。公文式にはそうした仕組み
が組み込まれていると思います。

――　今後、やっていきたいことはありますか︖

不二山さん︓まだ私自身1年も経っていませんので、まずは施設長が考えている理念を
きちんと理解して、それを私自身も実践していこうと思っています。そしてゆくゆく
は、そこに自分なりのものが加えられたらいいなという目標があります。やはり初日に
見て感動した、集中して学習に取り組んでいる訓練生の目の輝きが忘れられないです
ね。ですから、私自身がもっともっとうまく指導できる術を持っていれば、訓練生たち
の力をさらに伸ばすことができるのではないかなと思います。

（2019年1月現在）

ひまわり学園

「ひまわり学園」施設長　坂口紀和さん

斉藤すみ子さん

施設での公文式 就労支援施設



公文式学習開始時のあいさつ（ルーナ）
公文の学習では、始めと終わりに、それぞれあいさつ
がある。始めのときは「これから、公文の算数をはじ
めます。（礼︕）よろしくおねがいします」。このあ
いさつで、仕事や休憩モードから、学習モードへ切り
かわる。

と思い、あの子たちに公文式を学ばせたいという気持ちが一気に高まりましたね」。

「もうひとつ大切にしていることがあります。いまはB型で働いていますが、将来的には
仕事に就くことをみんなの目標にしてほしいのです。そのための公文式学習でもありま
す。とはいえ、保護者の方たちの賛同が得られるかはわかりませんでした。B型を利用さ
れる方ご自身もご家族も、障害が重ければなおのこと、働く場所があってお小遣い程度
でもお給料をもらえればいい、一日をすごせる場所が家以外にもあればいいと思われる
方が少なくないのが実情ですから。もちろん、居場所があるのはとても大切です。しか
し、就労できる可能性はゼロではないのですから、B型を運営する責任としても、学習を
積んで、学力も能力も高め、できるだけ就労を目ざしてほしいのです」。

友の丘の保護者のみなさんも浅川さんと同じ想いだったようで、公文式の導入が実現す
ることになり、2015年8月から友の丘での公文式学習がスタートしました。

イライラが減り、穏やかな顔、笑顔が増えた

公文式学習のリーダーであり、ルーナの責任者でもある仲沢さんに、この2年間の利用者
のみなさんの変化をうかがってみました。

「公文を始める半年くらい前に、市販のドリルや教具類で文字や数を教えていたとき、
読んだり書いたりするのを彼らが楽しんでいることは感じていました。ただ、こうして
公文の教材を本格的にするのはどうだろうか、それも重度の子たちを含む20人ほどが、
同じ部屋で同時に学習するわけですから、教材に取り組めるかどうかさえ気がかりでし
た。座っていられるか、騒いだりしないか、ストレスにならないか、いろんなことが頭
に浮かびました。スタートしてみると、騒いだり、走りまわったりする子もいて、しば
らくはあわただしい学習状態でしたが、それも1か月ほどでおさまってきて、全体がだん
だんと落ち着き、3か月目にはほとんどの子が静かに学習できるようになりました。これ
は、できることをさせ、できたことを認めてほめる。これを毎日続けた賜だと考えてい
ます」。

こう書くと、それほどたいへんでなかったようですが、じつはスタートした月はほぼ毎
日、公文式学習の約1時間をビデオ撮影。学習終了後、指導に関わったスタッフ全員（4
～5人/日）で録画を見て、利用者さんの学習の様子や教材提出時の動線の確認、スタッ
フの役割分担（指導・採点）などを再考し、翌日の学習に反映していました。こんな努
力もあってこその“静かな学習”であったのです。

「公文をスタートしてそろそろ2年がたちますが、その学習効果にはびっくりするばかり
です。障害が軽度の子は教材進度が高くなり、あわてて教材を発注するという場面も増
えました。この子たちは学習姿勢もですが、仕事っぷりに磨きがかかりました。重度の
子たちは、知的にも重度なので教材進度は2年たっても同じ教材か1教材進んだという子
がほとんどです。しかし、仕事や日常生活では大きな変化があります。以前は仕事を放
棄したり、その場にしゃがみこんで動かない状態が目立ちましたが、いまはそういう状
態はかなり少なくなりました。生活面では、落ち着かなかったり、イライラしたりする
日も多かったのですが、これも驚くほど減りました。反対に、穏やかな表情や笑顔を見
ることのほうが多くなった気がします」。

こうした変化は別の面でも現れてきています。重度の利用者のみなさんはとくにだそう
ですが、抗不安薬（精神安定剤）の服薬量が減った方が多いといいます。薬を飲まなく
てもだいじょうぶなほど、心が安定している時間や日が増えてきているのかもしれません。

こんどは、公文式学習のスタッフ、太刀川さんにうかがってみましょう。

「わたしは、ルーナで学習のサポートをさせてもらうようになってまだ半年ちょっとな
ので新米ですが、その半年のあいだでも、みんな変化していますね。甘えが強く、何度
もスタッフに聞いて補助してもらわないと学習を始められなかった子が、自分ひとりで
学習できるようになる。学習開始5分前には、教材セットを自分の机に置き、“手はおひ
ざ”できちんと待てるようになった子。以前は、学習開始の合図が待てず、座るとすぐ

にしていただいたことなんですね。その経験が生かされているかなと思います。もう一
つは、あくまでも公文式はツールの一つであって、障害者支援の視点を忘れてはいけな
いということも、常に職員たちと確認しあっています。一番の目的は、訓練生たち本人
の生活が豊かになること。そのことを念頭に置きながらやってきたからこそ、中・重度
の知的・発達障害のある訓練生たちにも学習効果が表れてきているのではないかと思っ
ています。

――　訓練生への学習効果についてはどのように感じられていますか︖

坂口さん︓特に重度の知的障害のある訓練生が3人いるのですが、この3人はここに来る
までは「ひらがなを書く」「計算をする」といった学習がなかなかできなかったと思い
ます。その理由の一つには、周囲からの「できないだろう」という先入観もあったので
はないでしょうか。しかし、公文式学習によって「できるところはどこだろう」という
ことを探しあてることができたおかげで、学習効果が表れています。現在では、学習時
間中は席に座って学習することができている3人ですが、最初は座り続けることも、職
員と対面で学習することもままなりませんでした。それが今では自分からカードをめ
くって、一生懸命、発語しようとすることも見られるようになり、発語や表現方法が少
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しているところがあります。ですから誰かが職員に褒められたりすると、「自分も褒め
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げている、そんな相乗効果が生まれていると思います。また、職員も「こんなこともで
きるんだ」「こんな力を持っていたんだ」と訓練生に対して新たな発見があります。同
時に、「じゃあ、次はここまでステップアップできるかな」と、スモールステップで能
力を伸ばすという楽しみもできています。そうすると、職員たちにも自然と訓練生たち
を「観察する力」「能力を見抜く力」「ポジティブな見方」が養われているのではない
かなと。こうしたことが、お互いのモチベーションにもなっていると思いますし、信頼
関係を作り出しているのではないかと思います。もし重度の利用者の方の支援に悩まれ
ている施設の職員さんがおられたら、たべものカードや動物カードなど何か利用者の方が
興味のあるものを、信頼関係のきっかけ作りとして使ってみてもらいたいなと思います。

集合学習でお互いの存在を意識しているからこその相乗効果

2018年4月よりひまわり学園の職員となった不二山（ふじやま）雅大さん。もともと中
学校など教育現場で40年以上、教員・校長を務められていた不二山さんですが、ひまわ
り学園での初日に見た感動の光景が忘れられないと言います。その不二山さんに公文式
学習の効果についてうかがいました。

――　もともと公文式にどんなイメージを抱かれていましたでしょうか。

不二山さん︓正直、詳しくはわかりませんでしたが、中学校の教員時代にはKUMONの
教室に通っていた生徒が何人かいましたので、その子に応じた基礎的学習をきちんとす
る教材という印象がありました。

――　実際に指導する立場となられて、公文式についてどのように感じていますか︖

不二山さん︓私にとっても毎日が勉強の日々です。最初に驚いたのが、訓練生が目を輝
かせ、意欲を出して学習していたことでした。きちんと座って集中しているその姿に感
動を覚えました。それは、公文式教材が個々に応じたプログラムになっている教材だと
いうことと、施設長をはじめ職員の指導の丁寧さが学習効果につながっているからだろ
うと思いました。

――　公文式の導入によって、どんな効果が生まれていると思いますか︖

不二山さん︓訓練生一人ひとりの隠れていた能力を引き出し、それを伸ばしていくため
のツールの一つとして、公文式は非常に役立っていると思います。それともう一つは、
導入を決めた施設長の熱い想いが非常に大きいと感じています。やはりどんなに素晴ら
しい教材でも、それを使って指導する人たちの情熱があればこそだと思うんですね。そ
れが施設長にはありますし、その想いが職員たちにもきちんと理解されているなと。だ
からこそ、訓練生にも伝わって学習効果が生まれているのだと思います。指導者の強い
想いが、教材をより輝かせているように感じています。

――　指導にあたるうえで、大事にされていることは何でしょうか︖

不二山さん︓まだまだうまくいかないこともあるのですが、職員同士でいろいろと情報
交換をしながら、その中で答えを導き出していくことも多々あります。そうやって、自
分自身の気持ちを高めていかないと、それこそ訓練生は非常に敏感ですから、私が悩ん
でいたりすると、すぐにそれを察知します。ですから、自分自身のモチベーションを
保っていくためにも大事にしているのは、職員同士のコミュニケーションですね。

――　公文式の良さをどのように感じていますか︖

不二山さん︓自分ができたかどうかをとても気にする訓練生もいます。少なからず訓練
生みんなにあると思いますが、やはり「褒められたい」「認められたい」という気持ち
があるからだと思います。学習によって生まれた自信が、他の何かにつながっていく。
そしてできたことへの喜びが、人としての生きる力になる。公文式にはそうした仕組み
が組み込まれていると思います。

――　今後、やっていきたいことはありますか︖

不二山さん︓まだ私自身1年も経っていませんので、まずは施設長が考えている理念を
きちんと理解して、それを私自身も実践していこうと思っています。そしてゆくゆく
は、そこに自分なりのものが加えられたらいいなという目標があります。やはり初日に
見て感動した、集中して学習に取り組んでいる訓練生の目の輝きが忘れられないです
ね。ですから、私自身がもっともっとうまく指導できる術を持っていれば、訓練生たち
の力をさらに伸ばすことができるのではないかなと思います。

（2019年1月現在）
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星野さん

不二山雅大さん
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